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し，刺激後 2 4 時間のカオリン摂取量を測定した。
実験 1 ;抗癌剤であるサイクロフォスフォマイドをラットに腹腔内投与したと乙ろ，投与後のカオリン摂
取量lζ用量依存性を認めた。実験 2 ; 2 つの回転様式別に 1 時間の回転刺激を行った。 A群のラットは上
下の回転台を組合せ下の台は一定の角加速度で加減速を繰り返し，上の台は一定速度で反対方向に回転さ







後のカオリン摂取を有意に抑制した。実験 5 ，動揺病の慣れ (habituation) の現象を調べるため，各々
のラットに 1 日 1 回. 1 時間のDRを 1 0 日間または 1 1 日間与えた。第 3 日目のカオリン摂取量により，
高度感受性群 :H群 C 1. 5g/ 日以上)と中等度感受性群 :W詳 C 0.5 -1.5 g/ 日)に分け， 0.5 g / 
日以下の群は削除した。第 3 日目の回転終了直後にTTS ースコポラミンの経皮投与またはスコポラミン
に措抗するフイゾスチグミンやネオスチグミン侃コリンエステラーゼ剤)を回転直前に皮下注繍 4 日
目一第 7 日目)し，第 8 日目の回転以降は投薬ないと連日回転刺激を与えた。コントロールでは回転第 4 ，
5 日目をピークにその後カオリン摂取量は徐々に誠少し，回転刺激に対して慣れの現象を示した。 TTS
ースコポラミン投与群では，カオリン摂取量は投薬 3 日目(回転第 6 日目)よりM群でコントロールに









症機序を有し動揺病の結果生じている可能性が示唆された。実験 4.で人において有効な 3 つの抗動揺病薬
がラットの異味症を指標とした動揺病にも有効であったことから，動揺病の発症機序に関わる神経薬理学
的側面が人とラットで同ーのものと考えた。さらに動揺病の慣れの現象を観た実験 5.の結果より，アセチ
ルコリン神経系の活動を抑制するスコポラミンにより慣れの現象が促進され 中枢作用のあるフィゾスチ
グミンにより慣れの現象が抑制されたことより，中枢におけるアセチルコリン神経系が動揺病の慣れの現
象に重要な役割を果たしているものと結論した。従って， ラットの異味症を用いた動物モデルは動
揺病の簡便な実験系として有用度が高いと思われた。
論文審査の結果の要旨
本研究は宇宙酔い・動揺病の発症機序の解明及び治療薬の開発のため，異味症(カオリン摂取)を指標
として，ラットにおいて動揺病の動物モテ、lレの作成区成功したものである。すなわち抗癌剤であるサイク
ロアォスフォマイド投与俊4時間のカオリン摂取量が用量依存性に増加したころから，異昧症が悪心の行動指
標になると考えた。そしてより複雑な加速度変化を伴う回転刺激でラットのカオリン摂取量が増加し，内
耳破壊ラットでは全く異味症が誘発されなかった乙とから，ラットの異味症が動揺病の結果生じているも
のと推測した。さらにヒトの抗動揺病薬を回転刺激時に投与すると，ラットの動揺病にも有効であった乙
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とから，神経薬理学的な動揺病の発症機序が人とラットとで類似していると思われた。ラットに回転刺激
を連日与えると酔いが生じにくくなり，回転刺激に対しで慣れの現象を示した。乙の慣れの現象はスコポ
ラミン Iとより促進され，フィゾスチグミンにより抑制された。すなわち，中枢におけるアセチルコリン神
経系か動揺病の慣れの現象に重要な役割を果たしているものと結論した。ラットの異味症を用いた本動物
モデノレは動揺病の簡便な実験系として有用度が極めて高いと思われ，本研究は学位を授与するに価するも
のと考える。
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